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“萬來舍” は1876（明治9）年に三田山上にできた慶應義塾社中の
サロン。残念ながら、戦災で焼失してしまいましたが、その後も新た
な建物・施設などにこの名称が継承され、その精神を引き継いでき
ました。このコーナーではその名前の由来「千客万来」にちなみ、
さまざまなお知らせや記事を掲載しています。

KEIO TECHNO-MALL 2026 （第27回慶應科学技術展）
　慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）では、研
究成果の発信の場として、毎年 12 月に 東京国際フォー
ラムにおいて KEIO TECHNO-MALL（慶應科学技術展）
を開催しています。産官学連携を通じた研究成果の社会
実装による貢献や、独創的な研究成果によるイノベーシ
ョンの創出を目指します。研究成果の紹介のほか、研究
者によるショートプレゼンテーションや、トークセッシ
ョンなども開催します。

日時：12 月 16 日（水）
　　　10：00 〜 18：00
主催：慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）
　　   �（理工学部・大学院理工学研究科・医学部・
　　　慶應義塾大学病院）
会場：東京国際フォーラム
ＵＲＬ  https://www.kll.keio.ac.jp/ktm/

SFC万学博覧会2026

第31回慶應医学賞受賞者決定

　慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）最大の研究
発表イベント「SFC Open Research Forum（ORF）」をは
じめ、「オープンキャンパス」「藤沢市民講座」などのさ
まざまなイベントが、今年度も「博覧会」の名の下に集結。
他にも、バラエティに富んだ特別企画も準備しています。
この２日間は多様な教育・研究を実践する SFC の「万学」
をご覧いただけます。ぜひ SFC にお越しください。

日時：11 月 22 日（日）、
　　　23 日（月・祝）※要事前登録

会場・主催：慶應義塾大学
　　　　　　湘南藤沢キャンパス
ＵＲＬ  https://expo.sfc.

keio.ac.jp/

　慶應医学賞は、毎年、世界の医学を中心とした諸科学
の発展に寄与する顕著、かつ創造的な研究業績を挙げた
研究者を顕彰しています。医学部卒業生である故坂口光
洋氏の寄付をもとに設立された、国内の大学において他
に類を見ない顕彰制度です。
　今年の受賞者は右の通りです。授賞式と受賞記念講
演会につきましては 11 月 26 日（木）に開催予定です。
詳細は、決まり次第「慶應医学賞」Web サ
イトに順次掲載いたします。
ＵＲＬ  https://www.ms-fund.keio.ac.jp/prize/

京都大学医学研究科腫瘍生物学講座 教授
京都大学高等研究院ヒト生物学高等研究拠点 
(WPI-ASHBi) 主任研究者
近畿大学医学部革新的医学講座 特別招聘研究教授

「先端ゲノム解析によるがんの発生・進化原理の
解明」

小川 誠司 博士

マックス・プランク生化学研究所 教授／ 

細胞生物化学部門 ディレクター

「分子シャペロンによるタンパク質フォールディ

ング機構の解明と展開」

F. ウルリッヒ・ハートル 博士

萬來舍
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第42回留学生による日本語スピーチコンテスト
　慶應義塾で学ぶ留学生が日本の文化、社会をどのように見てい
るのか、そして母国と比較して、どのような違いや新たな発見が
あったのかなどを日本語でスピーチします。今年のコンテストは
下記の日程で開催します。
日時：12 月 12 日（土）10：00 ～（予定）
会場：三田キャンパス　三田演説館
主催：KOSMIC（国際センター塾生機構）
後援：国際センターほか
※�入場無料／事前申込み不要。詳細は 11 月頃「慶應義塾大学国際センター」

Web サイト、イベント欄に掲載します。

※�応募期限以降に大会等が開催される場合は、必ず事前に申し出てください。

慶應義塾長賞・小泉体育奨励賞の募集
　掲題の各賞について、2026 年度の候補者を募集します。詳しい要件等については、キャンパス内の掲示板や塾生 Web
サイトを必ず確認してください。応募には本学教員による推薦書（指定書式）等の提出が必要です。

小泉体育奨励賞

慶應義塾長賞

〈各賞共通応募・問い合わせ先〉　各キャンパス学生部・学生課・事務室学生生活担当

　この賞の目的は、学生の広範囲な活動の
うち、学業成績や体育活動とは別に、学術・
芸術・社会活動・文化活動等の多様な分野
において、学生の範となる活躍をし、その
行為が当人の栄誉であるばかりでなく、慶
應義塾にとっても光輝ある業績と認められ
るものについて、これを広く義塾内外に知
らしめ、顕彰することにあります。

　この賞は、人物が優秀、かつ健康であり、
スポーツを通じて義塾の名声を高めた体育
会所属以外の団体または個人を表彰するた
めに制定された賞です。

対　　象：�学部学生・大学院生による学術・芸術・社会活動・
文化活動等に関する活躍で、原則として 2026 年１
月から 12 月の間に学生の範となる顕著な成果を挙
げたことが明らかになったもの。

　　　　　※ �正課およびそれに準ずる活動は原則対象外
　　　　　　　（詳細については募集要項を確認すること）。

応募期限：2027 年１月６日（水）

対　　象：�学部学生・大学院生のうち、2026 年１月から 12
月の間に顕著な成果を挙げた体育会所属以外の団
体または個人。

応募期限：2026 年 11 月 10 日（火）
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編 集 後 記
▶国内外で大きな災害が
相次いだ今年の夏。被災
された皆さまに心よりお
見舞い申し上げますとと
もに、一日も早い平穏の
訪れをお祈りいたします。
▶季節は移り、実りとス
ポーツの秋。過ごしやす
くなった今こそ、生活習
慣をアップデートするチャ
ンスです。誌面でご紹介
した福澤先生のモダンな
食生活には驚かされま
す。おいしい食事の後は
簡単にできるエクササイ
ズをするなど、ささやか
な運動が未来の健康をつ
くります。
▶人生100年時代、学
生の皆さんにはまだ80年
以上の未来が広がってい
ます。長い人生を力強く
走り抜くための資本は「健
康」にほかなりません。
この秋、食と運動からご
自身の身体と今一度向き
合ってみてはいかがでし
ょうか。
（広報室長　河越英代）

次号（333号）の発行は
１月１日予定

※バックナンバー
　（2011年以降）は
　こちら

学生生活に関するお知らせ

就職・進路
□進路届提出について（今年度最終学年在籍者全員が対象）
　進路届は、社会人学生の方も含め最終学年在籍者全員にご提出（登録）
いただく必要があります。就職・非就職（進学・留学・資格試験準備等）
にかかわらず、進路届をご提出（登録）ください。
ＵＲＬ  https://www.students.keio.ac.jp/com/career/report/

授業
□三田祭期間中の授業の取扱いについて
　11 月 18 日（水）午後から 24 日（火）は三田祭による休校期間です。詳細は、塾
生サイト、K-Support などで確認してください。

□休日の授業について
　11 月３日（火・祝）「文化の日」は授業を行います。

□学事日程における補講日について
　授業回数の確保・調整のため、補講日を設けています。キャンパスや学部・大学院
によって日程が異なりますので、塾生サイト、K-Support などで確認してください。

手続き
□休学願の提出について
　今年度分の休学願の提出締切日は、11 月 30 日（月）です。休学願の提出にあたっ
ては、学部によって手続き方法が異なりますので、所属するキャンパスの学事担当部
署または事務室の学部担当に、早めに相談してください。

奨学金
□日本学生支援機構奨学金の継続手続きについて（貸与奨学金受給者）
　次年度の奨学金の継続を希望する奨学生は、K-Support および keio.jp のメールア
ドレス宛にお知らせする案内に従い、手続きしてください。期間内の手続きを怠った
場合は「奨学金の廃止（交付打ち切り）」となります。
　手続き期間：2026 年 12 月～翌１月頃（予定）　手続き方法：Web 上での「奨学金継続願」の提出

□「高等教育の修学支援新制度（多子世帯を含む）」授業料減免の認定事由の変更に伴う手続きについて
　「高等教育の修学支援新制度（多子世帯を含む）」の支援を受けている方は、10 月
に区分の見直しが行われます。見直しの結果、認定事由に変更が生じた方は、事由変
更に係る手続きが必要となります。該当者には後日ご連絡しますので、その際は必ず
ご対応ください。なお、所定の期日までに手続きが行われない場合、支援が停止され
ますのでご注意ください。

□日本学生支援機構奨学金の返還手続きについて（貸与奨学金受給者）
　2027 年３月に奨学金の貸与が満期となる奨学生は、10 月から 12 月にかけて返還
の手続き（「リレー口座」への加入）を行ってください。なお、返還金は、再び奨学
金として後輩に貸与されることになりますので、遅滞なく返還してください。

※�就職を希望されていて相談をご希望の方は、所属キャンパスのキャリア支援担当にお尋ねください。
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お問い合わせ等は以下へお願いし
ます（住所変更は必ずK-Support
から変更申請を行ってください）。
〒108-8345 
東京都港区三田2-15-45
慶應義塾広報室「塾」編集部
Tel  03-5427-1541（直）
Fax 03-5441-7640
m-juku@adst.keio.ac.jp


